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表示可能な Intraoperative Examination Monitor for Awake Surgery (以下，
IEMAS)を開発した． IEMAS の有用性は実臨床使用を通じて明らかである一方，
その定量的有用性評価は行われていない．本研究は IEMAS 使用時と非使用時を








各電気刺激間で主に判断等に要した時間を計測・解析した．   
【結果】  
IEMAS 使用時における言語野同定までの総検査時間は 116.1±23.1(秒 )，非使用
時は 147.8±48.7(秒 )となり IEMAS 使用時が有意に短くなった (p<0.02)．執刀
医と検査者の情報交換回数はそれぞれ 0.2±0.6(回 )， 16.1±15.6(回 ) となり
IEMAS 使用時が有意に少なかった (p<0.02)．一方，電気刺激回数はそれぞれ 33.8
±7.6(回 )，42.9±14.8(回 )と有意差はなく (p=0.09)，電気刺激間の判断時間も
それぞれ 3.4±1.1(秒 )， 3.9±0.9(秒 ) と有意差を認めなかった (p=0.18)．  
【考察】  












し，情報を統合表示する IEMAS の有用性を確認した．  
